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国
際
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視
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を
広
げ
る
貴
重
な
体
験

Ｊ
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Ｃ
Ａ
研
修
員
が
甘
楽
中
を
訪
問
（
関
連
記
事
は

ペ
ー
ジ
）

１８
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３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た「
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、甘
楽
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、５
万
人
を
超
え
る
人
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、風
景
や
旬
の
味
覚
、

交
流
で
春
の
甘
楽
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
５
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か

ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
甘
楽
町
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、引
き
続
き
お

も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
ま
す
。　

甘
楽
町
の
春
を
満

甘
楽
町
の
春
を
満
喫喫

『
キ
ラ
か
ん
』
実
施
報
告

来場者来場者数数実施実施日日イベントイベント名名

３，０００人３/３楽市楽座inかんら

３６５人３/３国指定名勝「楽山園」春の茶会

１，４５８人３/３～４/１観光フォトコンテスト展示会

５，６２５人３/３～４/１５甘楽の雛祭り（メイン会場）

５，０００人３/１０・１１笹森稲荷神社春季例大祭

４，４４８人３/１８・２５道の駅甘楽７周年記念イベント

６００人４/７・１４甘楽さくらウォーク

３０，０００人４/８さくら祭り「武者行列」

２，２５７人４/１５さくらマラソン大会

１００人４/１５白倉神社春季例大祭

１，５００人４/１５～５/１３那須こいのぼりの里

５００人５/３稲含神社春季例大祭・山開き

２００人５/３・４タケノコの大名焼き

観光キャンペーンの主なイベント

来場者来場者数数施 設施　設　名名

１６，４３０人国指定名勝「楽山園」

４，１９４人長岡今朝吉記念ギャラリー

１，８０３人歴史民俗資料館

９０，１９２人道の駅甘楽

１，５３０人大手門お休み処

１，９４６人古民家かふぇ「信州屋」

２０５，０００人こんにゃくパーク

施設別来場者数 （期間３/１～５/３１） さくらウォーク

武者行列

さくらマラソン

甘楽の雛祭り
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甘
楽
町
と
イ
タ
リ
ア
共
和
国
チ
ェ
ル

タ
ル
ド
市
の
友
好
親
善
姉
妹
都
市
提
携

が
今
年
　
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

３５

　
茂
原
町
長
を
団
長
と
し
た
　
人
の
使

１０

節
団
が
同
市
を
訪
問
し
、６
月
１
日
に

プ
レ
ト
リ
オ
宮
殿
で
開
催
さ
れ
た
記
念

式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ロ
ー
マ
で
は
、在
イ
タ
リ
ア
日

本
国
大
使
館
の
片
上
慶
一
特
命
全
権
大

使
を
訪
問
し
、今
後
の
交
流
推
進
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一粒の麦か一粒の麦からら３５３ ５年さらなる友好を誓年 さらなる友好を誓うう

　
参
加
者
は
、出
展
者
の
技
や
日
本
の

文
化
、
心
に
触
れ
、
お
互
い
の
絆
を
さ
ら

に
深
め
ま
し
た
。
同
展
覧
会
は
７
月
　１０

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
式
典
で
は
同
日
本
国
大
使
館
の
吉
村

一
等
書
記
官
の
立
ち
会
い
の
も
と
、　３５

年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
交
流
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ク
チ
ー
ニ
市

長
と
茂
原
町
長
の
宣
言
に
よ
り
、
両
市

町
の
友
好
交
流
関
係
を
よ
り
一
層
強
化

す
る
た
め
、
お
互
い
努
力
す
る
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
草
の
根
交
流
を
推
進
す
る
両

市
町
の
国
際
交
流
協
会
に
よ
り
、
各
種

事
業
を
通
じ
て
よ
り
一
層
相
互
理
解
を

推
進
す
る
た
め
に
努
力
し
、
両
市
町
と

両
協
会
が
一
体
と
な
っ
て「
一
粒
の
麦
」

（
※
）を
育
む
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　新約聖書の一節新約聖書の一節。。１９８３年１０月に締結１９８３年１０月に締結ささ

れた友好親善姉妹都市協定書の中れた友好親善姉妹都市協定書の中でで、、甘甘

楽町とチェルタルド市楽町とチェルタルド市はは、、友好親善の輪を友好親善の輪を

世界各地に広世界各地に広めめ、、世界平和のために「世界平和のために「一一

粒の麦」として先駆的役割を果たしたい粒の麦」として先駆的役割を果たしたいとと

念願。一粒の麦から始まった交流は青念願。一粒の麦から始まった交流は青少少

年や使節団の相互派遣・文化交流・経年や使節団の相互派遣・文化交流・経済済

交流を続ける中で、友好の絆を育み、交流を続ける中で、友好の絆を育み、そそ

の絆がしっかりと地に根を張り、花を咲の絆がしっかりと地に根を張り、花を咲かか

せ、豊かな実りをもたらしてきましたせ、豊かな実りをもたらしてきました。。

一粒の麦と一粒の麦とはは

記
念
事
業
展
覧
会

姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉
妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

姉
妹
都
市
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
ででででででででででででででででででででで

記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

　
　
　
　
記
念
式
典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

展
覧
会
を
開
催

共
同
宣
言

↑
展
示
作
品（
須
田
さ
ん
９
点
・
桐
生
さ
ん
　
点
）　

２２

　
や
制
作
・
書
道
用
具
を
観
賞
す
る
来
場
者

↓
書
の
実
演

　
式
典
後
、同
宮
殿
で
は
、記
念
事
業
展

覧
会「
木
工
芸
・
書
道
展
身
 
清
雅
と
品
格
 
震
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。同
展
覧
会
の
出
展
者
で
あ
る

人
間
国
宝
・
名
誉
町
民
の
須
田
賢
司
さ
ん

（
小
幡
）に
よ
る
作
品
解
説
や
書
家
の
桐
生

楽
山
さ
ん（
雅
号
・
小
幡
の
桐
生
佳
信
さ

ん
）に
よ
る
書
の
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

使節団員と市関係者の皆さん（チェルタルド市役所前）

記念式典で友好交流推進を再確認した両市町の関係者

※
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環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

vol.  １１１

５５月月２２７７日日（（日日））町町内内一一斉斉ごごみみゼゼロロ運運動動
　町内一斉清掃「ごみゼロの日」が実施され、地域や団体など大勢の

皆さんに参加していただきました。除草やどろ上げなどごみ拾い以外

にも地域で力を合わせ環境保全を推進しました。

７７区区

９９ --２２  区区 ２２６６区区

２２８８区区

１６１６区区

４４区区

１９９袋　３８０㎏可燃ごみ

  ５５ 袋    ６２０㎏
不燃ごみ

（金属）

  ４９ 袋　 ３７０㎏
不燃ごみ

（埋立）

６台テレビ

１台冷蔵庫

１台洗濯機

２台電子レンジ

５台自転車

３６本タイヤ

ごみゼロの日 搬入量調べ

　ごみゼロ運動には多くの皆さんにご参加
いただき、一般廃棄物最終処分場（白倉）に
はたくさんのごみが搬入されました。
　ご協力ありがとうございました。

粗大ごみ（主なもの）

処分処分場場

１１９９区区
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 ■
 甘
楽
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
再
編
し
ま
し
た
　
        ■
 産
業
課
農
林
係
　
内
線
４
１
１

　
職
　
　
　
　
氏
　
　
名
　
　
地
区

　
隊
　
長
　
　
宇
佐
美
秋
夫
　
轟

　
副
隊
長
　
　
齋
藤
尋
義
　
　
国
峰

　
隊
　
員
　
◎
堀
口
輝
夫
　
　
上
野

　
　
〃
　
　
◎
田
村
照
男
　
  善
慶
寺

　
　
〃
　
　
　
富
岡
古
男
　
  善
慶
寺

　
　
〃
　
　
　
田
村
良
一
　
　
国
峰

　
　
〃
　
　
　
中
野
　
博
　
　
国
峰

　
　
〃
　
　
　
田
村
弘
一
　
　
国
峰

　
　
〃
　
　
　
齋
藤
勝
義
　
　
国
峰

　
　
〃
　
　
　
中
野
薫
明
　
　
国
峰

　
　
〃
　
　
◎
齋
藤
幸
美
　
　
秋
畑

　
　
〃
　
　
　
田
村
宏
克
　
　
秋
畑

　
　
〃
　
　
　
佐
藤
利
春
　
　
秋
畑

　
　
〃
　
　
　
浅
香
征
夫
　
　
秋
畑

　
　
〃
　
　
　
中
野
民
二
　
　
秋
畑

　
　
〃
　
　
　
飯
塚
康
 
　
　
秋
畑

　
　
〃
　
　
◎
井
野
口
尚
倫
　
小
川

　
　
〃
　
　
　
高
橋
　
孝
　
　
小
川

　
　
〃
　
　
　
黒
澤
今
朝
男
　
福
島
　

　
　
〃
　
　
　
中
村
喜
雄
　
　
白
倉

　
　
〃
　
　
◎
井
上
義
久
　
    天
引

　
　
〃
　
　
　
大
河
原
竹
雄
　
天
引

　
　
〃
　
　
　
齊
藤
德
太
郎
　
金
井

　
　
〃
　
　
　
齊
藤
恒
利
　
　
金
井

※
◎
は
地
区
責
任
者

※
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
任
期
は

　
３
年
間
で
す
。
危
険
箇
所
で
の
捕
獲

　
作
業
な
ど
職
務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

　
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

↓
鳥
獣
被
害
防
止
に
向
け
、あ
い
さ
つ
す
る

　
宇
佐
美
隊
長（
写
真
左
）

↑
委
嘱
状
交
付
式

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
改
選
が

行
わ
れ
、
隊
員
　
人
に
委
嘱
状
を
交
付

２４

し
ま
し
た
。

　
山
間
部
に
出
没
し
て
い
た
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
が
近
年
エ
サ
を
求
め
て
住
宅
地

に
ま
で
出
没
し
、
農
作
物
被
害
に
と
ど

ま
ら
ず
、
車
両
事
故
や
人
的
被
害
の
危

険
性
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
皆
さ
ん
に
は
、
有

害
鳥
獣
の
駆
除
お
よ
び
被
害
防
止
の
た

め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。
有
害
鳥
獣

の
目
撃
や
被
害
な
ど
に
遭
わ
れ
た
場
合

に
は
お
近
く
の
実
施
隊
の
皆
さ
ん
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農
作
物
や
人
的
被
害
防
止
に
努
め
ま

農
作
物
や
人
的
被
害
防
止
に
努
め
ま
すす

山田利和さん
（福島・再任）

任期
平成３０年６月１６日
から４年間

監

査

委

員

紹

介

し

ま

す

町政の動き

水 曜 日 は延長業務日
　毎週水曜日は夜７時１５分

まで全ての役場業務を延長

しています。

　お仕事帰りなど

にぜひご利用くだ

さい。
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▼▼

軽減されま軽減されますす

納税する人は世帯主
世帯主が国保加入者である無しに関わらず、世帯員に国保加入者がいれば世帯主が納税義務者です

３９歳までの人と６５歳以上７４歳までの人

医療保険分と後期高齢者支援金分を合計したものが国保

税になります。　※６５歳以上の人の介護保険料は、第１号

被保険者として別に納めていただきます。

４０歳以上６４歳までの人

医療保険分と後期高齢者支援金分と介護保

険分を合計したものが国保税になります。

．

計算例

計算例

計算例

．

計算例

．

計算例 計算例

計算例の計 計算例の計 計算例の計

介護保険分

（介護サービス費用として

負担いただいているもの）

後期高齢者支援金分

（後期高齢者医療制度支援をする

ため負担いただいているもの）

医療保険分

（医療費を払うために負担して　

　　　いただいているもの）

 課税所得額　　　   ×１.８０％　

　　　　　　 

１,６７０,０００円×１ ８０％＝３０,  ０６０円

　課税所得額　　　　　 ×２.４０％

　　　　　　　　　　　

１,６７０,０００円×２ ４０％＝４０,０８０円

  課税所得額　　　　   ×８.２０％

 １,６７０,０００円×８ ２０％＝１３６,９４０円

 １人当たり　　　　８,４００円   

　　　　　　

８,４００円×２人＝１６,８００円

  １人当たり　　　　　　８,０００円

　　　　　　　　　　

　  ８,０００円×４人＝３２,０００円

 １人当たり　　　　   ２７,２００円　　

　　　　

２７,２００円×４人＝１０８,８００円

 １世帯　　　　　　５,２００円

　 当たり　　　　　

　 ５２,０００円（１００円未満切捨て）

  １世帯　　　　　　　   ７,４００円

　  当たり　　　　　　　　  

　　７９,４００円（１００円未満切捨て）

 １世帯　　 　　　　  ２６,０００円

　 当たり

　　　　  

　　　２７１,７００円（１００円未満切捨て）

１６０,０００円１９０,０００円５８０,０００円

わたしたちの生活を支える税金 国民 健康保険税 健康保険税（国保税）（国保税）ののしくみしくみ　　

　　　　　　　　　　　　

◆所得による軽減……世帯の前年の所得が一定の基準以下の場合、国保税の均等割額と平等割額の

　軽減を行っています。軽減割合の判定については、以下のとおりです。

　・７割軽減　＝　３３万円　以下の世帯

　・５割軽減　＝　３３万円　＋　２７．５万円　×　（国保加入者数）　以下の世帯

　・２割軽減　＝　３３万円　＋　５０万円　　 ×　（国保加入者数）　以下の世帯

◆非自発的離職者に対する軽減……いままでお勤めされていた会社などをやむを得ず離職された人

　については、申告をしていただくことにより、当該年度を含む２年間軽減されます。

計算例の合計　　４０３,１００円
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区　　　　分

　① 所　得　割
　　所得（課税所得額）に応じて計算します

　　課税所得額…前年の総所得金額から

　　基礎控除（３３万円）を差し引いた額

税率

（額）

　② 均　等　割
　　世帯員の国保加入者数に

　　応じて計算します

　③ 平　等　割
　　１世帯当たりの金額

　　　限　度　額

　わたしたちの生活を支える税金わたしたちの生活を支える税金    国民 健康保険税国民  （国保税）のしくみ

　　　　　　　　　　　会社などを辞めて、他の医療保険に加入できない場合は、国民健康保険

に加入しなければなりません。また、国民健康保険に加入していた人が会社などに勤め、他の医療

保険に加入した場合、すみやかに国保離脱の手続きをしてください。

加入と離加入と離脱脱

【問合せ先】　住民課税務係　内線２６２・２６３

国保税＝所得割＋均等割＋平等割国保税額【３０年度】

　国民健康保険（国保）制度は相互扶助の精神に基づき、加入者の病気やけがなどに保険給付を行う

ことを目的とする制度です。

　その財源は、加入者が納める国民健康保険税（国保税）と国からの補助金などで成り立っています。

　

　納税通知書は、７月（１期）～３月（９期）までの９回に分けて、口座振替または現金（郵便局でも納
められます）の方法で納めていただきます。また、特別徴収（年金天引き）の人は、４月・６月・８月・１０

月・１２月・２月の６期（回）に分けて、年金から天引きし納めていただきます。

 ７ 月に納税通知書をお送りしますのでご確認ください

　　　　として次の家族の条件で 国保税（医

療保険分）の計算をしてみましょう。

（条件）家族構成：夫４２歳・妻４１歳・子ども１５歳

と１３歳・被保険者数４人・２９年の総所得金額

２００万円の課税所得額は１,６７０,０００円です。

計算は右のとおりとなり、

医療保険分年税額２７１,７００円

（１００円未満切捨て）　

同様に後期高齢者支援金分（７９,４００円）と介護

保険分（５２,０００円）を計算した合計が国保年税

額（４０３,１００円）になります。

　

計算例
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判　定　基　準負担割合

①同一世帯に課税所得１４５万円以上の
　被保険者がいない場合
②同一世帯の被保険者の収入額の合計
　が５２０万円未満（単身の場合は３８３万
　円未満）の場合
③同一世帯の７０歳から７４歳の人と被
　保険者の収入額の合計が５２０万円未
　満の場合
※ ②③は申請が必要です

１割

上記以外の人３割

※ 課税所得：所得合計から住民税の控除額を引いた金額

【問合せ先】
　にこにこ甘楽内
　健康課国保係
　内線　６１１

保
険
保
険
証証
をを

更
新
更
新
し
ま
し
ま
すす

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
のの

　
８
月
１
日
か
ら「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険
証
）」が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、「
茶
色
」で
、封
筒
に
入
り
７
月
中
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
簡

易
書
留（
受
け
取
り
に
は
受
領
印
が
必
要
）で
郵
送
し
ま
す
。

　
今
お
持
ち
の
保
険
証
は
８
月
以
降
使
え
ま
せ
ん
の
で
、ご
自
宅
で
破
棄
す
る
か
、役

場
ま
た
は
に
こ
に
こ
甘
楽
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

は
、申
請
手
続
き
を
省
略
し
、平
成
　
年
８

３０

月
１
日
よ
り
使
用
で
き
る
新
し
い
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
保
険

証
に
同
封
し
ま
す
。

①
前
年
度
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、現
在
も

　
該
当
し
て
い
る
人

②
平
成
　
年
度
も
引
き
続
き
住
民
税
非
課

３０

　
税
世
帯
と
な
る
人

　
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の
今
年
度（
平

成
　
年
度
）の
住
民
税
課
税
所
得
に
よ
り

３０
判
定
さ
れ
ま
す
。住
民
税
課
税
所
得
が
１

４
５
万
円
以
上
の
人
は
３
割
負
担
 、１
４

５
万
円
未
満
の
人
は
１
割
負
担
と
な
り
ま

す
。
　
な
お
、平
成
　
年
　
月
　
日
時
点
で
世

２９

１２

３１

帯
主
で
あ
っ
て
、同
一
世
帯
に
合
計
所
得

　
万
円
以
下
の
　
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い

３８

１９

る
場
合
に
は
、世
帯
員
の
年
齢
と
人
数
に

応
じ
た
額（
①
　
歳
未
満
は
１
人
に
つ
き

１６

　
万
円
②
　
歳
以
上
　
歳
未
満
は
１
人
に

３３

１６

１９

つ
き
　
万
円
）を
住
民
税
課
税
所
得
か
ら

１２

控
除
し
、負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

▲

見  本

※ 保険証の色

　 は「 茶色 」

　
現
在
お
持
ち
の
証
が
７
月

現
在
お
持
ち
の
証
が
７
月
　
日日
３１３１

で
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま

で
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
すす

の
で
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く

の
で
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だだ

さ
い
さ
い
。。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人

平
成

年
分
の
所
得
状
況
を

　
平
成
　
年
分
の
所
得
状
況
を
、、

２９２９

町
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

町
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
まま

す
。
所
得
税
が
非
課
税
の
人
は

す
。
所
得
税
が
非
課
税
の
人
は
引引

き
続
き
受
給
資
格
者
証
を
交
付

き
続
き
受
給
資
格
者
証
を
交
付
しし

ま
す
の
で
、
改
め
て
通
知
い
た

ま
す
の
で
、
改
め
て
通
知
い
た
しし

ま
す
。
所
得
税
が
課
税
の
人
は

ま
す
。
所
得
税
が
課
税
の
人
は
交交

付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。。

　
な
お
、
平
成

年
分
所
得
を

な
お
、
平
成
　
年
分
所
得
を
申申

２９２９

告
し
て
い
な
い
人
は
、
交
付
対

告
し
て
い
な
い
人
は
、
交
付
対
象象

と
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
の
済
ん

と
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
の
済
ん
でで

い
な
い
人
は
、
至
急
申
告
を
し

い
な
い
人
は
、
至
急
申
告
を
し
てて

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い
。。

医療機関などの窓

口で支払う自己負

担割合が記載され

ています。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証証

　
　
　
  のの
更
新
更
新
がが

必
要
必
要
で
す
で
す

（
ピ
ン
ク
の
券

（
ピ
ン
ク
の
券
））

自
己
負
担
割
合

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
同
封

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ
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後期高齢者医療の人国民健康保険の人≪対　象　者≫

現役並み所得 Ⅰ・Ⅱの人
国保税を完納している世
帯の人

限度額適用認定証

住民税非課税世帯の人
国保加入者と世帯主が
住民税非課税の人

標準負担額減額認定証

 国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険険
・・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へへ

「
限
度
額
適
用

「
限
度
額
適
用
・・

標
準
負
担
額
減
額
認
定

　
 標
準
負
担
額
減
額
認
定
証証
」」
申申
請
の
ご

請
の
ご
案
内
案
内

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を

提
示
す
る
と
、病
院
で
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。ま
た
 、「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を

提
示
す
る
と
 、入
院
時
の
食

事
代
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま

す
 。交
付
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
健
康
課
国
保
係
へ
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
へ
…

　
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
も
７
月
　
日
で
有
効
期
限

３１

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
軽
減
を
受
け
る
た
め

に
は
更
新
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
印
か
ん

　
・
保
険
証

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な

り
、決
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
、上
限
額
を
超
え
て
支

払
っ
た
医
療
費
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。上
限
額
は
個
人
も
し
く
は
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

負担割負担割合合外来＋入外来＋入院院（世帯ごと（世帯ごと）） 適 用 区適  用  区  分分

３割

２２５２，６０５２， ６０００円円＋（医療費-＋（医療費- ８４２，００８４２，００００円）円）×1％×1％

〈多数〈多数回回１４０，１０１４０，１０００円〉円〉

現役並現役並みみⅢⅢ（課税所課税所得得６９０６９０

万円以上の万円以上の人人）） 現
役
並
み
所
得
者

１６７，４００１６７， ４００円円＋（医療費-＋（医療費- ５５８，０００５５８，０００円）円）×1％×1％

〈多数〈多数回回９３，００９３，００００円〉円〉

現役並現役並みみⅡⅡ（課税所課税所得得３３８０８０

万円～６９０万円万円～６９０万円未未満の人満の人））

８８０，１０００， １００円円＋（医療費-＋（医療費- ２６７，００２６７，００００円）円）×1％×1％

〈多数〈多数回回４４，４０４４，４０００円〉円〉

現役並現役並みみⅠⅠ（（課税所課税所得得１４５１４５

万円～３８０万円万円～３８０万円未未満の人満の人））

１割２割

５５７，６７，６０００円０ 円

〈多数〈多数回回４４，４０４４，４０００円〉円〉

１８，００１８，００００円円

年間上年間上限限
１１４４４，００４，００００円円

 課税所課税所得得

１４５万円未満の １４５万円未満の人人

一
　
般

２４，６０２４，６０００円円８，００８，００００円円
 低所得低所得者者ⅡⅡ
 （低所得（低所得者者質質以外の以外の人人））

住
民
税
非
課
税

１５，００１５，００００円円８，００８，００００円円
 低所得低所得者者ⅠⅠ
 （所得なしの（所得なしの人人））

※※１１

※※２２

※1   世帯収入の合計額が５２０万円未満（１人世帯の場合は３８３万円未満）の場合や、「旧ただ
　　  し書所得」の合計額が２１０万円以下の場合も含みます。
※２   過去１２カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当とな

り、上限額が下がります。

７７００歳以上の人の上限歳以上の人の上限額額（月ごと）（月ごと） 国
保
　
歳
以
上
・
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

７０

※現役並み所得Ⅰは課税所得１４５万円以上３８０万円未満、現役並み所得Ⅱは課税
　所得３８０万円以上６９０万円未満の人

　
現
在
お
持
ち
の
証
が
７
月
　
日
３１

で
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま

す
。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
改
め
て
通
知
し
ま

す
。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
　

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
・

療
育
手
帳
判
定
Ａ
・
障
害
者
年
金

１
級
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

に
該
当
し
て
い
て
交
付
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
健
康
課
国
保
係
で

交
付
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

　
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
いい

１８１８
る
母
る
母
子子
・・
父
子
家
庭
、
父
母
の

父
子
家
庭
、
父
母
の
いい

な
い
な
い
　
歳歳
未未
満
の
児
童
に
該
当

満
の
児
童
に
該
当
すす

１８１８

る
人
で
交
付

る
人
で
交
付
をを
受
け
て
い
な
い

受
け
て
い
な
い
人人

は
、
健
康
課
国
保
係
に
交
付
申

は
、
健
康
課
国
保
係
に
交
付
申
請請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
平

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成成

年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の

　
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
場場

２９２９合
は
、
受
給
資
格
者
証
を
交
付

合
は
、
受
給
資
格
者
証
を
交
付
しし

ま
す
ま
す
。。

※※２２

※※２２

※※

８
月
か
ら
高
額
療
養
費
の

　
　
　
　
　
　
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
の

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

町政の動き

Ｓ１Ｓ１９９..
４４..２２
以以降降
生ま生まれれ

Ｓ１Ｓ１９９..
４４..１１
以以前前
生ま生まれれ

( )

平成３０年８月から

外外来来（個人ごと（個人ごと））

兼 券
献 献
献 献
験 鹸

兼 券
献 献
献 献
験 鹸
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電
柱
広
告
デ
ザ
イ
ン（
例
）

　趣旨に賛同趣旨に賛同しし、、ご協力いたご協力いただだ

ける広告主を募集していますける広告主を募集しています。。

■問合せ問合せ先先

　東電タウンプランニング株式会東電タウンプランニング株式会社社

群馬総支　群馬総支社社

　緯緯００１２１２００（（５５５５９９））１０１０８８

茂原町長（左）と尾島総支社長

観
光
情
報
や
町
の
事
業
を
電
柱
に

　
町
と
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株

式
会
社
群
馬
総
支
社（
尾
島
  勇
総
支
社

長
）は
６
月
　
日
、
役
場
大
会
議
室
で

１８

地
域
貢
献
型
電
柱
広
告
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

 

■
 産
業
課
商
工
観
光
係
  内
線
４
１
３

 ■
 地
域
貢
献
型
電
柱
広
告
の
協
定
を
締
結

  ■
 脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催

■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
  健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
  内
線
６
２
１

　
町
は
元
気
・
活
躍
シ
ニ
ア
地
域
支
え
合

い
活
動
支
援
事
業
と
し
て
、
公
益
財
団

法
人
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団
と

連
携
し
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、福
祉
施
設
や
お
た
っ
し
ゃ

会
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役

立
て
る
た
め
、高
齢
者
が
楽
し
み
な
が

ら
脳
を
鍛
え
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
た
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
と考えることで脳を刺激するレクリエーションを体験

　
講
師
の
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

理
事
長
の
稲
山
宏
一
さ
ん
か
ら
脳
と
体

を
使
っ
て
楽
し
く
行
う
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。
受
講
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
後
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

地
域
の
介
護
予
防
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
に

体を動かし声を出して脳を活性化

　
電
柱
広
告
を
利
用
す
る
地
元
企
業
の

協
力
を
得
て
、
観
光
施
設
や
町
が
実
施

す
る
事
業
な
ど
の
案
内
を
電
柱
に
表
示

し
、
町
を
訪
れ
る
観
光
客
や
町
民
の
皆

さ
ん
な
ど
に
周
知
を
図
る
も
の
で
す
。

　
国
道
や
県
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い

　
る
東
京
電
力
の
電
柱
で
、
町
が
指
定

　
す
る
場
所

　
国
指
定
名
勝
  楽
山
園

　　
広
告
主
が
決
ま
り
次
第
順
次
　
　
　

地
域
貢
献
型
電
柱
と
は

掲
出
場
所

掲
出
内
容

掲
出
時
期

　「
国
指
定
名
勝
 楽
山
園
」を
表
示
し
、観

光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
誘
導
を
目
的
と
し
ま
す
。

▲
募
集
広
告
面

広告掲載主を募集広告掲載主を募集 ！！

そ
の
効
果
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
同
講
座
は
６
月
　
・
　
日
の
２
日
間
、

１９

２６

に
こ
に
こ
甘
楽
で
行
わ
れ
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
　
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

４３
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国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
本

人
・
配
偶
者
な
ど
の
前
年
の
所
得
を
基

準
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

 ■
 国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   ■
 住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

 申
請
は
毎
年
必
要
で

申
請
は
毎
年
必
要
で
すす

　
た
だ
し
、
全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶

予
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分
も
継

続
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
失
業

な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）
。

　
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
の
承
認
を
受
け
て
い
て
継
続
申
請

を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の
承
認

を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承
認
期

間
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望
す
る
場

合
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

　
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

　
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

　
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

　
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
た

　
期
間
は
、
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

　
べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

　
り
ま
す
。こ
の
た
め
、　
年
以
内
で

１０

　
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
付（
追
納
）
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
　
年
度
の
免
除
な
ど
の
対
象

３０

　
期
間
は
、
平
成
　
年
７
月
か
ら
平
成

３０

　
　
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日
か
ら

３１
　
最
大
２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
つ
い

　
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

　
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
平

　
成
　
年
１
月
か
ら
別
世
帯
配
偶
者

３１

　
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も
必
要

　
に
な
り
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
年
金
手
帳

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

　
・
認
め
印

　
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

　
　
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の

　
　
写
し
〈
失
業
中
の
場
合
〉

　
・
学
生
証
の
写
し（
表
・
裏
両
面
）ま
た

　
　
は
在
学
証
明
書〈
学
生
の
場
合
〉

☆保険料の免除制度は４種類
将来の年金額の計算納付保険料月額免除制度

免除された期間の
年金額は２分の１
として計算

全額免除

免除された期間の
年金額は８分の５
として計算

４,０９０円
４分の３
免除

免除された期間の
年金額は４分の３
として計算

８,１７０円半額免除

免除された期間の
年金額は８分の７
として計算

 １２,２６０円
４分の１
免除

☆保険料の猶予制度
５０歳未満（※）の人の保険料納付が
猶予されます。本人・配偶者の前年
の所得で審査します。

※平成２８年７月から対象が「３０歳未
満」から「５０歳未満」へと拡大されま
した。

納付猶予
制度

学生の人の保険料納付が猶予されま
す。本人の前年の所得で審査します。

学生納付
特例制度

　
保
険
料
の
全
部

　
　
　
　
ま
た
は
一
部
を
免
除

毎月
第１日曜日
家庭の日

一
人
よ
り
　
み
ん
な
で
食
べ
る
と
　
お
い
し
い
ね
　
　
（
福
島
小
６
年
　
本
郷
由
希
乃
）

い
つ
ま
で
も
　
家
族
の
ぬ
く
も
り
　
た
い
せ
つ
に
　
　
（
新
屋
小
５
年
　
三
木
陽
太
）

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
　
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

２９

優
秀
賞
作
品
で
す
。 （
学
年
は
　
年
度
・
敬
称
略
）

２９

青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少青少推推推推推推推推推推推 国
民
年
金
保
険
料
の
 
納
付
が
困
難
 
な
と
き

な
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
免
除
・
猶
予
 の
申
請
手
続
き

の
申
請
手
続
き
を

町政の動き
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止

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
費
用
の
一
定
割
合
を
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
こ
の
利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
１
割
ま
た
は
一
定
以
上

の
所
得
の
あ
る
人
は
２
割
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
　
年
８
月
か
ら
　
歳
以

３０

６５

上
の
人（
１
号
被
保
険
者
）で
あ
っ
て
、

現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
人
に
は
費
用

の
３
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す（
下
表
の
と
お
り
）。

　
現
在
利
用
し
て
い
る
介
護
保
険
負
担

割
合
証
の
有
効
期
限
は
７
月
末
ま
で
で

す
。
新
し
い
負
担
割
合
証
は
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
か
ら
は
新
し
い

負
担
割
合
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
　
 健
康
課
介
護
保
険
係
  内
線
６
２
１
・
６
２
２

 ■
 介
護
保
険
負
担
割
合
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

８
月
か
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　

利
用
者
の

負
担
割
合
が

見
直
さ
れ
ま
す

▲

自己負担割合が
記載されています

熱中熱中症症 にご注意にご注意！！ ７～８月がピークで７～８月がピークですす

のどの渇きを感じる前にこまめに水分補給しましょうのどの渇きを感じる前にこまめに水分補給しましょう。。

まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切ですまわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切です！！

特に高齢者や子どもに気を配り、予防を呼びかけ合いましょう特に高齢者や子どもに気を配り、予防を呼びかけ合いましょう。。

節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください！気節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください！気温温

や湿度の高い日は、無理な節電はせずに扇風機などを使用しまや湿度の高い日は、無理な節電はせずに扇風機などを使用しまししょう。ょう。

室内でもおこる熱中症室内でもおこる熱中症。。
湿度の高い日は注意湿度の高い日は注意がが
必必要で要ですす

町政の動き

２８０万円未満
２８０万円以上
３４０万円未満

３４０万円以上２８０万円以上

１割負１割負担担 ２割負２割負担担 ３割負３割負担担

止止止

年金収入＋その他の合計所得金額

の合計額が 単身世帯で  または

２人以上の世帯で

※第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の人）、町民税非課税の人、生活保護受給者は
　１割負担です

止 止止
６５歳以上の人

本人の合計所得金額が

１６０万円未満

本人の合計所得金額が

１６０万円以上２２０万円未満

本人の合計所得金額が

２２０万円以上

止止

負担割合証は

大切に保管し

てね ！

利用者負担の判定の流れ

止 止 止 止

３４６万円以上
４６３万円未満

４６３万円以上３４６万円以上３４６万円未満
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▼
富
岡
地
域
医
療
企
業
団
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
救
急
医
療
は
単
な
る
時
間
外
診
療

で
は
な
く
、
急
病
時
の
た
め
の
も
の

で
す
。

　
通
常
診
療
時
間
内
の
診
療
行
為
と

違
い
、
治
療
は
応
急
処
置
に
限
ら
れ

る
う
え
に
必
ず
し
も
専
門
医
が
い
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
検
査
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
処
方
さ
れ
る
薬
も
救
急
で

は
必
要
最
小
限
の
量
に
な
り
ま
す
。

専
門
的
な
治
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
昼
間
の
診
療
時
間
内
の
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
自
分
の
都
合
を
優
先
し
た
、
コ
ン

ビ
ニ
感
覚
で
の
利
用
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
と
き
は
、

こ
と
を
普
段
か
ら
心
掛
け
、
実
践
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

応
急
処
置
が
中
心
で
す（
専
門
的
な
 

治
療
を
行
う
体
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

詳
し
い
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。

処
方
さ
れ
る
薬
は
原
則
的
に
通
常
診

療
が
始
ま
る
ま
で
の
必
要
最
小
限
の
日

数
分
に
な
り
ま
す
。

「
も
し
も
」の
と
き
の
医
療
を

守
る
た
め
に

救
急
医
療
と
は

陰陰
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
るる

隠隠
本
当
に
必
要
な
と
き
に
救
急
医
療

本
当
に
必
要
な
と
き
に
救
急
医
療
機機

関
を
利
用
す

　
関
を
利
用
す
るる

韻韻
か
か
り
つ
け
医
を
持

か
か
り
つ
け
医
を
持
つつ

救
急
外
来
で
の
診
察
内
容

■問合せ■問合せ先先　

公立富岡総合病院医療情報課受付　公立富岡総合病院医療情報課受付係係

　察察０２７４（６３）２１１０ ２ ７ ４（６ ３）２ １ １ １１（代（代表）表）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
ををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににに
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

群馬こども救急相談群馬こども救急相談　察察＃＃８０００８０００

子どもの症状で判断に迷ったとき子どもの症状で判断に迷ったときはは

ＮｏＮｏ ！！

　
緊
急
を
要
し
な
い
人
の
救
急
外
来
受
診
や
医
師
不
足
が
年
々

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
医
療

を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

次のような理由での救急外来の受診はやめましょ次のような理由での救急外来の受診はやめましょうう

□ 待ち時間が短そうだから

□ 日中は仕事があって受診できなかったから×

×

専門のスタッフがすぐに医療機関　専門のスタッフがすぐに医療機関にに

かかるべきかをアドバイスしますかかるべきかをアドバイスします。。

月～土曜日 午後６時～翌日午前８月～土曜日　午後６時～翌日午前８時時

日曜日曜日日、、祝日祝日・・休日休日、、年末年始 午前８時～翌日午前８年末年始　午前８時～翌日午前８時時

ン ビ ニ 受コ 診
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「
教
育
の
ひ
ろ
ば
」
と
は

　
各
学
校
や
幼
稚
園
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
編
集
委
員
は
、教
育
委
員
会
の
広
報
委
員
会

に
所
属
す
る
各
学
校
や
幼
稚
園
の
教
員
で
す
。

教育の
ひろば

「
教
育
の
ひ
ろ
ば
」
と
は

　
各
学
校
や
幼
稚
園
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
編
集
委
員
は
、教
育
委
員
会
の
広
報
委
員
会

に
所
属
す
る
各
学
校
や
幼
稚
園
の
教
員
で
す
。

　　
ひ
よ
こ
組
の
初
め
て
の
給
食
は
、
お

家
の
人
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。メ
ニ
ュ

ー
は
、手
巻
き
寿
司
で
す
。「
自
分
で
す

る
！
」ち
ょ
っ
と
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
お

家
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、楽
し
く
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
二
日
目
か
ら
は
、子
ど
も

た
ち
だ
け
で
の
給
食
で
す
。年
長
・
年
中

組
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、配
膳
の
　

お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
手
は

お
ひ
ざ
だ
よ
。」「
こ
こ
に
置
く
ん
だ

よ
。」頼
も
し
く
優
し
い
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
で

は
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
お
手
伝
い

が
な
く
て
も
、ど
ん
ど
ん
準
備
が
で
き

ま
す
。

　
今
日
も
給
食
の
時
間
に
な
る
と
「
先

生
、給
食
な
あ
に
？
」「
お
い
し
い
ね
。」

「
お
か
わ
り
！
」大
好
き
な
給
食
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
み
ん
な
、い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な

あ
れ
！
　

小
幡
幼
稚
園
の
取
り
組
み

笑
顔
あ
ふ
れ
る
幼
稚
園

ひ
よ
こ
組
（
年
少
）

「
給
食
大
好
き

」

初めての給食♪

給食おいしいね！

みてみて～♪

　　
５
月
の
晴
れ
た
日
、「
色
水
し
た
い
か

ら
袋
く
だ
さ
い
」と
子
ど
も
た
ち
の
好

き
な
、色
水
遊
び
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
パ
ン
ジ
ー
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
花
び
ら
を
集
め
、水

を
入
れ
、染
ま
っ
て
い
く
水
の
変
化
や
、

感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　　　「
紫
に
な
っ
た
。」「
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ

た
。」と
伝
え
合
っ
た
り
、次
の
日
に
な

る
と「
茶
色
く
な
っ
た
。」と
変
わ
っ
て

い
く
水
の
色
を
観
察
し
た
り
し
ま
し

た
。く
り
返
し
遊
ん
で
い
く
う
ち
に「
花

び
ら
は
こ
の
く
ら
い
で
い
い
か
な
？
」

「
水
は
こ
の
く
ら
い
か
な
？
」と
考
え
て

調

整

し

た

り「
カ

ッ

プ

に

入

れ

て

ジ
ュ
ー
ス
に
し
よ
う
」な
ど
発
想
を
広

げ
た
り
、自
分
で
考
え
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

園長　高橋美枝子
園児　３０人

か
な
り
あ
組（
年
中
）

「
色
水
で
き
た
よ
」

教育の
ひろば

！

おさえてるからいれていいよー！時
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提言提言

大きくなりますように！

やさしく、やさしく

　
カ
ッ
プ
に
移
す
と
き
は
、友
だ
ち
が

自
然
と
手
を
貸
し
、助
け
合
う
姿
が
見

ら
れ
る
な
ど
、色
水
遊
び
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　　　「
つ
ば
め
組
に
な
っ
た
か
ら
、お
野
菜

育
て
る
ん
だ
よ
ね
！
」と
、楽
し
み
に
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
。苗
植
え
当
日
は
、

畑
の
土
を
や
わ
ら
か
く
す
る
こ
と
か
ら

自
分
た
ち
で
行
い
ま
し
た
。苗
は
友
だ

ち
と
一
緒
に
植
え
、「
や
さ
し
く
ね
。」と

言
い
な
が
ら
土
を
か
け
、野
菜
畑
の
完

成
で
す
。

　　

　
「
早
く
大
き
く
な
ら
な
い
か
な
」
と
成

長
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、当
番
が
水

や
り
を
し
て
い
ま
す
。「
な
す
の
お
花
が

咲
い
た
よ
！
」「
き
ゅ
う
り
の
お
花
は
黄

色
だ
よ
。」
な
ど
と
観
察
や
発
見
を
友
だ

ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。日
々
の
観
察

の
お
か
げ
で
、小
さ
な
成
長
も
み
ん
な

で
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
葉
や
花
の
形
や
色
に
興
味
を
も
ち
、

触
っ
て
み
た
り
に
お
い
を
嗅
い
で
み
た

り
…
。
小
さ
か
っ
た
苗
が
、自
分
た
ち
の

背
よ
り
大
き
く
な
り
、実
を
つ
け
た
こ

と
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
収
穫
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
ら
、み
ん
な
で
味
わ
っ
て
、

育
て
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
た
い
と

思
い
ま
す
。

つながる

小幡幼稚園

　園長  高橋美枝子

　
青
空
の
下
、
園
庭
に
元
気
な
声

が
響
い
て
い
ま
す
。
花
壇
の
イ
チ

ゴ
の
実
が
赤
く
な
る
こ
ろ
「
イ
チ

ゴ
が
と
れ
ま
し
た
。」
と
小
さ
な
手

の
ひ
ら
に
載
せ
て
、
大
切
に
友
だ

ち
と
一
緒
に
持
っ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
。
芝
草
の
中
に
シ
ロ
ツ
メ
ク

サ
を
見
つ
け
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
指

輪
を
保
育
者
と
一
緒
に
作
っ
て
楽

し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
。
ア
リ

や
ダ
ン
ゴ
虫
、
ト
カ
ゲ
を
捕
ま
え

た
と
き
に
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

自
然
と
か
か
わ
る
中
で
気
付
き
や

興
味
、
試
し
て
み
る
体
験
が
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
、
共
感
し
合
う
こ

と
な
ど
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
く

場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
多
く
の

友
だ
ち
や
保
育
者
と
触
れ
合
い
受

容
し
合
う
心
や
自
己
肯
定
感
な
ど

知
る
こ
と
が
、
人
と
し
て
の
基
礎

作
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
春
、
園
長
と
い
う
立
場
で
小

学
校
と
中
学
校
の
入
学
式
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
幼
稚
園
児

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
た

姿
を
目
前
に
し「
つ
な
が
っ
て
い

る
」と
感
じ
ま
し
た
。
幼
稚
園
教

育
が
集
団
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
多
く
の

人
た
ち
と
の
か
か
わ
り
の
積
み
重

ね
が
、
小
学
生
、
中
学
生
と
し
て
の

立
派
な
姿
へ
と
続
く
の
で
し
ょ
う
。

　
幼
児
が
生
活
す
る
全
て
の
環
境

が
教
育
す
る
場
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
楽
し
さ
や
喜
び
、
達
成
感

な
ど
を
知
り
、
時
に
は
つ
ら
さ
や

苦
し
さ
な
ど
も
味
わ
い
な
が
ら
成

長
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

時
に
多
く
の
人
の
つ
な
が
り
を
感

じ
、
多
く
の
人
の
手
を
借
り
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
温
か
い
言
葉
と

ぬ
く
も
り
の
あ
る
か
か
わ
り
を
大

切
に
し
て
、
幼
児
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
よ
う
に
、
幼
稚
園
に

お
け
る
教
育
現
場
で
心
新
た
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ば
め
組（
年
長
）

「
大
き
く
な
あ
れ
」

次
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町政の動き

|

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
く

|

　「
甘
楽
町
に
映
画
館
　
」

　
昨
年
度
は
、
町
内
で
篠
笛
製
作
や

有
機
野
菜
栽
培
、
台
湾
で
の
国
際
交

流
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
活
動
も
、
一
人
で
は
何
も
で
き

な
く
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
あ
っ

て
の
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
を
元
気
に
！
「
ま
ち
映
画
」

　
今
年
度
は
昨
年
の
活
動
に
加
え
、

「
ま
ち
映
画
」を
一
つ
の
軸
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
駆
け

と
し
て
、
今
年
の
５
月
に
ら
・
ら
・

か
ん
ら
で『
ク
ラ
ッ
チ
ヒ
ッ
タ
ー
み

な
み
』を
上
映
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

前
橋
市
・
敷
島
が
舞
台
の
少
年
少
女

の
野
球
映
画
。
町
の
人
と
一
緒
に
作

り
、
演
技
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
俳
優
さ
な
が
ら
に
演
じ
る
姿
は
、

大
切
な
何
か
を
残
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
私
の
最
終
的
な
想
い
は
、「
甘
楽

町
の
ま
ち
映
画
作
り
た
い
！
」
で
す
。

こ
れ
も
、
到
底
一
人
で
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
実

現
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
定
期
的

に
ま
ち
映
画
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

県
内
の
　
作
品
近
く
あ
る
ま
ち
映
画

２０

を
見
て
、
群
馬
県
と
ま
ち
映
画
を
知

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ

ん
と
出
会
い
、
一
緒
に
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
・
ら
・
か
ん
ら
の
映
画
館
で
、
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

浦野　充加

「「サマージャンサマージャンボボ宝くじ宝くじ」」

「サマージャンボミニ「サマージャンボミニ」」
　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくり

に使われます。サマージャンボの収益事業により、今年度は１区・

２区・３区・４区・９区・１１区・１５区・２５区・２８区で備品購入が行わ

れました。

　道の駅甘楽（緯７４-５４４５）でも販売します。ご利用ください。

！？

日時：７月２２日（日）　１４：００～

場所：ら・ら・かんら　２階研修室　※入場無料

まち映画上映会会場（ら・ら・かんら）

お
わ
び
と
訂
正

　
先
月
の
広
報
６
月
号
　
ペ
ー
ジ「
町
の
わ

１９

だ
い
  本
堂
落
慶
を
祝
う
宝
積
寺
」の
中
で

「
小
幡
実
高
候
」「
織
田
信
雄
候
」と
掲
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は「
小
幡
実
高
公
」「
織
田
信

雄
公
」で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

県内の宝くじ売り場で県内の宝くじ売り場で！！

発売期発売期間間

月 日（月）　月　日（月）～～

月 日（金　月　日（金））

７ ９
８ ３

町のわだい
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町町ののわだわだいい
● 身近な情報をお寄せください………総務課行政係　内線２１３・２１４

Ｅ－ｍａｉｌ　ｇｙｏｕｓｅｉ＠ｔｏｗｎ．ｋａｎｒａ．ｌｇ．ｊｐ

つまでも

大切にしたい自分の歯
いい

　「第３３回歯と口の健康フェア２０１８」が６月３日、富岡甘楽口

腔保健センターで開かれ、松川元明さん（秋畑）、黛　和子さん

（秋畑）、黛　哲夫さん（秋畑）、藤巻光夫さん（庭谷）、新井礼子

さん（小川）の５人が８０２０賞を受賞しました。８０２０賞は８０歳

以上で２０本以上使える歯が残っている人に贈られます。

　６月７日には「平成３０年度群馬県親と子の

よい歯のコンクール」地区審査会が同セン

ターで開かれました。甘楽町からは３歳児健

診受診者９４人の代表として歯と口腔が健康な

親子６組が出場し、優秀賞を受賞しました。

松川さん 黛さん

（写真右・左から　加庭真美さん・愛真ちゃん親子

（福島）、山崎弘人さん・葵唯ちゃん親子（善慶寺）、

岡本妙子さん・拓実くん親子（上野）、田村明美さん・

光騎くん親子（小幡）、佐藤　望さん・成紘くん親子

（福島）、松井沙弥香さん・愛夏ちゃん親子（福島））

　また、平成３０年度歯と口の健康に関する

コンクール審査会も同日開かれました。

「よい歯のコンクール、図画・ポスター・啓

発標語コンクール」地区審査会が行われ、

図画の部で今井葉月さん（新屋小２年）が

最優秀賞、ポスターの部で松浦杏実さん

（小幡小６年）が優秀賞、啓発標語の部で

久保咲太朗くん（福島小２年）が特別賞を

受賞しました。

左
か
ら
今
井
さ
ん
、
松
浦
さ
ん
、

久
保
く
ん

黛さん

藤巻さん 新井さん

夏を告げる 鉢植え展初初
　甘楽町鉢植クラブ（田中宏一会長・会員２９人）の

初夏の鉢植展が６月１日から３日まで、町文化会

館で開かれました。

　２２人の会員が丹精込めて育てたサツキやグミ、

ナツツバキ、山野草など１１４点が色彩豊かに並べ

られ、来場者は見事な鉢植えを見て初夏の訪れを

楽しみました。コケ玉も１６点展示され、会場は

しっとりとした空気に包まれました。

　田中会長は「今回の展示は、小品の席飾りなど、

親しみやすい展示が増えたのが特徴です。困って

いる鉢植えなどあれば月１回の研修会（毎月第２

水曜日午後１時３０分～同会館）でメンテナンスし

ますのでぜひお出かけください」と話されました。
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区が２連覇 新屋支部区対抗婦人バレーボール２２６６
　体育協会新屋支部区対抗婦人バレーボール大会が６月

３日に甘楽町体育館で開かれ、２２区、２３区、２５区、２６区

の計４チームが参加し、さわやかな汗を流しました。

　優勝した２６区キャプテンの伏田三津子さん（金井）は

「今回は若手の参加が少なく、ベテランが多かったので

体力に少し不安があったが、声を出し合って優勝できま

した」と話しました。結果は次のとおりです。

　◎優　勝　２６区　○準優勝　２３区　◇第３位　２２区

優
勝
し
た
　
区
の
皆
さ
ん

２６

！！

新屋地区ではママさんバレーのメンバーを募集しています。

地域の親睦と交流がメインですので初心者歓迎です。

文化に触れる 甘楽中多多
　国際協力機構（ＪＩＣＡ）を通じて来日した研修員

が６月６日、ＮＰＯ法人自然塾寺子屋の案内のも

と、甘楽中学校を訪問しました。

　アフリカ７カ国の研修員８人は音楽や体育の授

業を見学し、英語の授業に参加した後、生徒と一

緒に給食を食べて交流を深めました。生徒たちは

英語であいさつや質問をしたり、サインをもらう

（表紙写真）などコミュニケーションを図り、各国

のあいさつも教えてもらいました。また、昼休み

には体育館で○×ゲームをして楽しい時間を過ご

しました。

　土筆央奨くん（１年）は「名前と出身地を英語で

聞き、サインをもらいました。緊張したけれど楽し

かったです」と話してくれました。英語で積極的に質問する生徒たち

町町ののわだわだいい

想的な夜の御殿 ホタル観賞会幻幻
　大名庭園のホタル観賞会が６月１・２・８・９日

の４夜、名勝楽山園で開催されました。６回目

となった今年は延べ２，３０８人が来園しました。

　来園者はカップろうそくの灯りが揺らめく風

情豊かな園内をゆっくり散策しながら、幻想的

な光を放っているホタルを観賞しました。暗闇

の中でホタルが飛び交い、美しい光の帯を描く

と来園者からは歓声が上がりました。

　また、道の駅甘楽と長岡今朝吉記念ギャラ

リーカフェでは特別営業が行われ、多くの人が

ピザやワイン、ソフトクリームなどを味わい、

初夏の夕べを楽しみました。
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ーートトボボーールルのの普普及及にに尽尽力力 中中村村ささんん

　中村秀一さん（善慶寺）は、ゲートボールの普及振興に貢献した功績により群

馬県ゲートボール協会（深代栄三会長）と上毛新聞社から表彰されました。同社

で５月３１日に授与式が開かれ、競技普及や大会運営に尽力した人に贈られる桜

功労賞を受賞しました。

　ゲートボール歴１５年の中村さんは１級審判員の資格を持ち、平成２９年にも優

秀審判員表彰を受賞しています。中村さんは「審判をすることで多くの経験、勉

強ができました。ゲートボールはチームワークが重要で、頭も使う競技です。楽

しさを広め、若い世代の育成もしていきたいです」と話されました。

ゲゲ

週３回（月・水・土曜日）午後１時３０分～小幡八幡宮の隣のゲートボール場

で「甘楽チーム」の練習を行っています。年齢問わず参加できますので、興

味がある人は見学にお越しください。

葉山の環境を整備紅紅
　７区（善慶寺・清水 男区長）では年３回、紅葉山の環

境整備活動を行っています。６月１７日には各組長や有志

３３人が参加し、春に植えた紅葉・果樹周辺の草刈りを行

いました。この場所は名勝楽山園の借景を構成し、もみ

じウォークのコースにもなっており、７区の皆さんのご

協力により維持・保全されています。

　第４回群馬県小学生ハンドボール選手権大会が５月２７

日、富岡市の妙義総合体育館で開催されました。

　甘楽町と富岡市の小学生を主体とする群馬ジュニアハン

ドボールクラブ（齋藤英邦監督・茂木敏裕コーチ）は、高学年

男子が優勝、高学年女子と低学年混合が準優勝しました。

　高学年男子は関東（７月２１日・２２日神奈川県）・全国（８月２

日～６日京都府）大会、高学年女子は東日本大会（８月１７日～

１９日山形県）の出場を決めました。

東・全国、東日本大会へ 群馬ジュニアハンド関関

東
日
本
大
会
出
場
の
女
子
メ
ン
バ
ー

！

関
東
・
全
国
大
会
出
場
の
男
子
メ
ン
バ
ー

低
学
年
混
合
メ
ン
バ
ー
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町町ののわだわだいい

楽中生が活躍甘甘 　６月に行われた県吹奏楽ソロコンテスト・県中体連春季大会

で上位の成績を収めた甘楽中の生徒を紹介します。

共通男子3000m
第４位

6 2

共通男子3000m

第１位

6 2

共通女子1500m

第１位

6 2

左から花島くん、堀口くん、髙橋さん

　県中体連春季陸上競技記録会が６月２日に高崎市浜

川陸上競技場で開かれました。

　堀口花道くん（３年）が共通男子３０００ｍで１位・共通

男子１５００ｍで２位、花島央雅くん（３年）が共通男子

３０００ｍで４位、髙橋雛乃さん（２年）が共通女子１５００

ｍで１位に入賞しました。

　県中体連春季ハンド

ボール大会が６月９・

１０日に富岡市民体育館

で開かれ、男女ともに

準優勝しました。

　また、大会優秀選手に

國吉亮冶くん（３年）、

清水龍之介くん（２年）、

小澤月奈さん（３年）、

髙麗姫禾さん（１年）が

選出されました。

　県中体連春季剣道大会

が６月９・１０日に前橋市

宮城体育館で開かれ、個

人戦で、斎藤彩汰くん

（３年）がベスト８に輝き

ました。

　また、敢闘賞を獲得し

ました。

　このほかにも多くの甘

楽中生徒がそれぞれの

目標に向かって日ごろの

練習の成果を発揮し、健

闘しました。

　夏の総体やコンクール

などに向けて、練習を重ねている甘楽中生徒

の皆さんのさらなる活躍が期待されます。

陸陸上上部部

ハハンンドドボボーールル部部

剣剣道道部部

！

　第２２回県ソロコンテストが６月２・３日に前橋市の

ベイシア文化ホールで開かれました。

　中学校木管の部で井上美咲さんと久保田  凜さん（と

もに３年・楽器はフルート）が金賞、同じく金管の部で

山田  楓さん（３年・楽器はホルン）が銅賞を受賞しまし

た。

吹吹奏奏楽楽部部

！

左から井上さん、久保田さん、山田さん
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いきいいきいきき
クラクラブブ
活動紹活動紹介介

★

 活活動内動内容容 

　毎月第２・第４水曜日の午後７時３０分から

９時３０分まで町公民館で俳画の作品づくりに

励んでいます。顔彩と墨を使い、絵を描き、

俳句を載せて作品が仕上がります。濃淡や陰

影を工夫して、季節の草花や鳥、動物などの

俳画を描いています。

俳俳 画画 愛愛 好好 会会

　 代表者　中嶋千惠（金井）

　 会員数　１１人

　 設立年　平成２年

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します

★

★

vol.３６

 クラブの特徴クラブの特徴 

　設立から２８年と長い年月がたちました。皆

仲が良く、新たな発見を楽しみながら、和気あ

いあいと俳画を描き、食事会や旅行などにも

出掛けて楽しい思い出を作っています。

 住民の皆さんに一住民の皆さんに一言言 

　趣深い俳画を一緒にやってみませんか。年賀

状やプレゼントにも喜ばれます。興味のある人

は練習日に町公民館へ見学にお越しください。

お待ちしています。

 今後の予定・目標な今後の予定・目標などど 

　秋の産業文化祭の出展に向けて、個々の作品

づくりに取り組んでいます。また、町内の金融機

関にも展示を行う予定です。できる限り皆で楽

しく長く続けていきたいです。

活動風景

風雅な作品の数々

顔彩や墨、筆などの用具



シ
リ
ー
ズ
「
介
護
保
険
」
　

　

　
健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
６
２
１
・
６
２
２

広報かんら　　３０．７．１ 22

健康

安全

連
載
謂
　
　
   

 き
ら
き
ら
☆
か
ん
ら

　
　
　
　
駐
在
所
だ
よ
り

■
に
こ
に
こ
甘
楽
　
緯
（
６
７
）７
６
５
５
　

　
前
回
、成
年
後
見
制
度
の
手

続
き
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま

し
た
。
６
月
か
ら
制
度
に
関
連

す
る
相
談
に
応
じ
る
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
が
、富
岡
市
・
下
仁
田
町
・

南
牧
村
と
共
同
で
開
設
さ
れ
ま

し
た
。富
岡
市
・
甘
楽
郡
内
の
住

民
の
人
は
無
料
で
相
談
で
き
ま

す
。

例
え
ば
・・・

　
判
断
能
力
が
低
下
し
、通
帳

や
印
鑑
を
無
く
し
て
し
ま
う

　
金
融
機
関
か
ら
後
見
人
を
付

け
る
よ
う
言
わ
れ
た

　
不
動
産
を
処
分
し
た
い
が
本

人
が
認
知
症
で
名
義
変
更
が
で

き
な
い

　
知
的
障
害
が
あ
る
子
ど
も
へ

の
相
続
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
　
悪
質
商
法
や
お
金
の
無
心
に

あ
っ
て
い
る

　
後
見
人
に
支
払
う
費
用
を
知

り
た
い

な
ど
の
心
配
や
悩
み
を
気
軽
に

相
談
で
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
や
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
許
可
な
く
第
三
者
へ
漏

れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
訴
訟
を
起
こ
し
て
法

廷
で
争
っ
て
い
る
案
件
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

　
制
度
普
及
推
進
の
た
め
の
実

証
事
業
を
綜
合
警
備
保
障
株
式

会
社（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
町
が
連

携
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
証
事
業
で
は「
後
見
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
」の
設
置
を
は
じ
め
、

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
の
策
定
に
関
連
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
住
民
に
対
す
る
講
演

会
、施
設
職
員
な
ど
に
向
け
た

勉
強
会
の
実
施
な
ど
制
度
の
周

知
・
連
携
を
図
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
を
正
し
く
知

り
、身
近
に
相
談
が
で
き
る
こ
と

で
、高
齢
者
や
障
害
者
、そ
の
家

族
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
知
っ
て
安
心

　
成
年
後
見
制
度
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
④

　９７

高
齢
者
講
習
な
ど
の

早
期
受
講
の
お
願
い

福島駐在所

木嶋　徹さん

　
皆
さ
ん
は
高
齢
運
転
者
が
運

転
免
許
を
更
新
す
る
際
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る「
認
知
機
能

検
査
」「
高
齢
者
講
習
」を
ご
存

知
で
す
か
？
　
歳
以
上
の
人
が

７０

運
転
免
許
を
更
新
す
る
際
は
、

更
新
手
続
き
の
前
に
認
知
機
能

検
査
や
高
齢
者
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
高
齢
者
講
習
通
知
書
」が
誕

生
日
の
５
カ
月
前
ま
で
に
届
き

ま
す
の
で
、届
い
た
ら
す
ぐ
に

受
講
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
認
知
機
能
検
査
通
知
書
」が

誕
生
日
の
５
カ
月
前
ま
で
に
届
き

ま
す
の
で
、届
い
た
ら
す
ぐ
に
受
検

予
約
を
し
て
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、結
果
と
と
も
に「
高

齢
者
講
習
通
知
書
」が
届
き
ま

す
の
で
、届
い
た
ら
す
ぐ
に
受

講
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
早
期
受
検
・
受
講
を
お
願
い

し
ま
す

検
査
や
講
習
は
、委
託
先
実

施
機
関（
指
定
自
動
車
教
習
所

な
ど
）で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
更

新
期
限
直
前
に
予
約
を
し
て

も
、
混
み
合
っ
て
お
り
、最
寄
り

の
教
習
所
な
ど
で
講
習
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。通

知
書
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
予
約

を
し
て
受
講
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 陰
　
～
　
歳
の
人
に
は
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富岡甘楽地富岡甘楽地域域「「後見ほっとライ後見ほっとラインン」」

フリーダイヤフリーダイヤルル
　0120（556）880120（556）8844 （無料・匿名で可）（無料・匿名で可）

受付時受付時間間

　月～金曜日（祝日・年末年始を除く月～金曜日（祝日・年末年始を除く））

　午午前前９時～午後９時～午後５５時時

実施期実施期間間

　平成30平成30年年６月１日６月１日～平成31～平成31年年３３月31日月31日

「
後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

「
後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
をを

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

 隠
　
歳
以
上
の
人
に
は
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～
金
曜
日（
祝
日
・
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末末
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始
を
除
く

年
始
を
除
く
））

午
前
８
時

分
～
午
後
５

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時時

３０３０

後
見
制
度
普
及
推
進
の

後
見
制
度
普
及
推
進
の
たた

め
の
実
証
事

め
の
実
証
事
業業

ご相談

ください



◎お名前は常用漢字・現代かなを

使用させていただきます。

◎戸籍の窓に掲載を希望されない

人は届出の際に窓口にお申し出

ください。

甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
緯 ７ ０－４ ６ ６ ０
死 rarakanra@town.kanra.lg.jp

ＢＯＯＫ

戸籍
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　５月１６日

～６月１５日届出

（敬称略）

４，９０３
世帯

（△１１）
１３，１７８

人口
（△３０）
６，５０３

男
 （△６）
６，６７５

女
 （△２４）

５月３１日現在
（前月末比）

 お悔やみ申し上げます 
大字区 届出人年齢氏   名

小　幡１玲　子８５浅香　祥作

小　幡２行　伸９５中野　ケン

小　幡２義　家９１内田 ちか子

小　幡３直　子８６上田　尚明

国　峰６関口恭子７７田村　節子

秋　畑１１朝　雄９０浅香　俊エ

秋　畑１１数　馬９２浅香　輝義

福　島１５仁　一９０柳澤　元夫

福　島１５仁　一８８山口 みち江

福　島１７加藤恒雄９７鹿沼　 惠

福　島１７保　司７４清水 紗代子

小　川２０-２祥　行９２島田　シヅ

福　島２０-２酉　造８９佐藤 みの江

白　倉２２保　正９５峯﨑　いち

天　引２５山本由紀乃８８森平　文代

天　引２５真　澄８０布瀨川ミツヱ

天　引２５哲　也７０山﨑　利雄

造　石２７ 　子６４野口　則秋

庭　谷２８心　尊８９佐藤　榮吉

 お誕生おめでとう 
 大字  区  保護者     氏   名 

福　島１５靖風間　 裕介 
ゆうすけ

福　島１７和　真吉田  芽生菜 
め い な

上　野１９明　久磯貝　 季花 
きはな

福　島２０-１拓　也北村　    蒼  
あおい

福　島２０-１亮　太矢野　 蓮翔 
れんと

金　井２６冬　樹正覺　 結音 
ゆのん

図書館に新しく入った本

蕎麦、食べていけ！
江上　剛　著／光文社

自分で直せば断然お得！
身のまわりの修理の教科書
西沢正和　監修／ＰＨＰ研究所

ののはな通信
三浦しをん　著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

なぜこうなった？
あの絶景のひみつ

増田明代　文・構成／講談社

ドリーム・プロジェクト
　濱野京子　著／ＰＨＰ研究所

クマと少年
あべ弘士　作／ブロンズ新社

お知らせ

【 ７月の休館日 】

　　　　２日（月） 　　９日（月）　１７日（火)

　　　２３日（月） 　３０日（月） 

　　※１６日（月）海の日は開館します。

夏休み読書感想文課題図書

　１人１冊１週間の貸出です。（対象の児童・生徒を

優先）小学生～高校生まで全部で１８冊用意しまし

た。慌てないよう、早めに準備しましょう！

★
老神温泉を舞台に町おこし
ビジネス物語

ののとはな。少女たちの２０年
越しの書簡形式の小説

少年の「古民家再生」物語 山の神クマとアイヌの少年を
めぐるいのちの物語
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　愛々美は幼稚園の年中さんになり、下級生ができ

てうれしそうです。幼稚園では友だちと園庭で遊ぶ

こと、特にブランコが大好きです。今はプリキュアな

ど「女の子らしいモノ」に目がありません。昨年生ま

れた弟の面倒もよく見てくれて助かっています。　

　愛翔はそんなお姉ちゃんが大好き。最近はお気に

入りのおもちゃを持ちながらお姉ちゃんを追いかけた

り、外遊びなど２人で一緒にできることも増えてき

て、その姿に癒されています。

　姉弟仲良く、優しい子に育ってほしいです。

小倉　 愛々美  ちゃん（４歳・平成２６年３月７日生まれ）
な な み

　　　　　     愛    翔  くん　（１歳・平成２９年１月２５日生まれ）
ま な と

小倉雄一郎さん・美保さんのお子さん（天引）

～自宅の代わりに御利用できます～

滞在滞在型型セレモニセレモニーー施設施設 セレハイツ富セレハイツ富岡岡

富岡市黒川１００１ -１ 

※※上上記記以以外外のの葬葬儀儀社社ででももごご利利用用可可能能でですす

２４時間

【【例えばこんな使い例えばこんな使い方方】】
・・故人を自宅に安置できな故人を自宅に安置できないい
・家族葬や直葬を行いた・家族葬や直葬を行いたいい
・取り急ぎ病院から搬送した・取り急ぎ病院から搬送したいい

【主な取扱【主な取扱店店】】
おおるい甘楽葬祭おおるい甘楽葬祭  緯緯０２７４０２７４（（７４７４））４６９１４６９１
㈲佐俣葬儀造花店㈲佐俣葬儀造花店  緯緯０２７４０２７４（（７４７４）２６２７）２６２７
葬 儀 の 堀 込葬 儀 の 堀 込 屋屋  緯緯０２７４０２７４（６７（６７）７８８２）７８８２ ㈱セレプランニン㈱セレプランニンググ

緯緯０２７０２７４４（（６４６４））９９００９９００
ｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌａａ．．ｃｏｍｃｏｍ

もみじ平公園入口

セレハイツ富岡

富岡バイパス

ワンダーＧｏｏ

ベイシア

かかかかかかかかかかぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶらららららららららら聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑方方方方方方方方方方かぶら聖苑方面面面面面面面面面面面
Ｎ

広告

ＴＥＬ  ０２７４－６４－３６３６

ビアバイキンビアバイキンググ

飲み放題・食べ放題 　　　ホテル内ビアホール

前売●大人\３５００
当日●大人\４０００
３歳～小学生まで\１３００

夏はやっぱり

前売りチケット好評発売中 ！

開催中～９/２（日）

富岡市富岡２４５－１

（
税
込
）

毎週毎週月月・・火曜火曜日日はは定休定休日日
毎週水曜毎週水曜日日はステーキ食べ放はステーキ食べ放題題

 予約
受付中

お宅のお子さんを登場させてみませんか。応募

とお問合せは総務課行政係（下に表記）まで。

わが家の

募集中です

アア ルルドドイイ

わが家の ルルドドイイアア


